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定
例
会
初
日
に
は
、
９
月
定
例

会
以
降
の
諸
般
の
報
告
、
監
査
報

告
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
、

会
期
を
決
定
後
、
一
部
事
務
組
合

議
会
（
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組

合
、
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
）
の

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
専
決
処
分
事
項
報
告
承
認
、

（
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
及
び
規
約
の
一
部
変
更
）

か
ら
、
暴
力
団
排
除
条
例
の
制

定
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
、
平
成
23
年
度
球
磨
村

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予

算
案
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
桺
詰

村
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

14
日
は
、
自
宅
審
議
の
た
め
休

会
。
定
例
会
３
日
目
の
15
日
に

は
、
一
般
質
問
に
４
名
の
議
員
が

登
壇
、
最
終
日
に
は
、
専
決
処
分

事
項
報
告
承
認
ほ
か
、
球
磨
村
暴

力
団
排
除
条
例
の
制
定
、
球
磨
村

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
、
平
成
23
年
度
球
磨
村
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算

案
、
球
磨
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
２
件
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

○
承
認
第
７
号

・
専
決
処
分
事
項
報
告
承
認

（
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
）

　

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
構
成
す
る
団
体
の
脱
退
、

解
散
に
よ
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
33
号

・
球
磨
村
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定

　

本
村
か
ら
の
暴
力
団
の
排
除

に
関
し
て
、
自
主
的
、
積
極
的

な
施
策
等
を
実
施
す
る
根
拠
と

す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
34
号

・
球
磨
村
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
、
平
成
23
年
に
公
布
・

試
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

改
正
に
内
容
は
、
こ
れ
ま
で

災
害
弔
慰
金
の
支
給
対
処
遺
族

に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
兄
弟

 こんなことが決まりました。 した。  こんなことが決まりましこんなことが決まりました。 こんなことが決まりました。 こんなことが決まりました。  こんなことが決まりました。  こんなことが決まりました。 
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平
成
23
年
第
９
回
（
12
月
）
議
会
定
例
会
は
、
12
月
13
日
か
ら
16

日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
７
議
案
で
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
４
名
の
議
員
が
登
壇
、
行
政
課
題
・
施
策
な
ど
を

村
執
行
部
に
質
し
ま
し
た
。

姉
妹
が
加
え
ら
れ
る
も
の
で

す
。
た
だ
し
、
支
給
の
条
件
等

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
議
案
第
35
号

・
平
成
23
年
度
球
磨
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
回
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
、
８
、
９
８
３
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
３
１
億
０
４
，
６
８
６
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

総
務
費
で
は
、
光
ケ
ー
ブ
ル
共

架
乗
せ
替
え
工
事
請
負
費
２
，

１
５
５
千
円
、
産
交
バ
ス
運
営

補
助
金
に
１
，
８
１
６
千
円
を

計
上
、
一
方
、
民
生
費
で
は
、

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
等
の

実
績
見
込
み
に
よ
り
９
，
９
５

０
千
円
を
減
額
す
る
も
の
で

す
。
老
人
福
祉
費
に
お
い
て

は
、
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の

繰
り
出
し
金
を
５
，
５
０
４
千

円
減
額
、
ま
た
、
児
童
福
祉
費

で
は
、
乳
幼
児
の
途
中
入
所
児

童
の
増
加
に
よ
り
８
，
２
８
０

千
円
を
保
育
所
運
営
費
に
計
上

し
ま
し
た
。
衛
生
費
で
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
、
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の

人
事

補
正
予
算

そ 

の 

他

承
認
承
認

条
例

決
定
認
定

報
告

意 

見 

書

人
事

補
正
予
算

補
正
予
算

そ 

の 

他

承
認

条
例

決
定
認
定

報
告

意 

見 

書

人
事

補
正
予
算

そ 

の 

他

承
認

条
例
条
例

決
定
認
定

報
告

意 

見 

書
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地
方
行
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
方
分
権
型

社
会
の
進
展
を
受
け
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任

に
よ
る
地
方
自
治
体
運
営
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、

ま
さ
に
地
方
行
政
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
時

代
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
更
に
、

昨
年
、
国
に
お
い
て
、
地
域
主
権
改
革
関
連
三

法
が
成
立
し
ま
し
た
。
今
後
、
ま
す
ま
す
地
方

自
治
体
の
自
主
性
や
主
体
性
が
高
ま
る
の
に
伴

い
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
、
議
会
の
果

た
す
べ
き
役
割
も
一
層
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

村
民
皆
様
の
代
表
で
あ
る
村
議
会
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
執
行
機
関
と
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
、
村
づ
く
り
の
主
役
は
村
民
の
皆
様
で

あ
る
こ
と
を
第
一
に
、
安
全
で
活
力
と
思
い
や

り
の
あ
る
、
よ
り
豊
か
な
球
磨
村
が
実
現
い
た

し
ま
す
よ
う
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
村
民
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
村
民
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　

平
成
二
十
四
年
一
月

新
年
の
ご
挨
拶

球
磨
村
議
会
議
長

柳
詰　

正
治

　

平
成
二
十
四
年
の
新
春
に
あ
た
り
ま
し
て
、

球
磨
村
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ

申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
議
会
活
動
に

対
し
、
ご
理
解
・
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
が
も
た
ら
し
た
爪
痕
は
、
東
北
地
方
の
方
々

だ
け
で
は
な
く
、
遠
く
私
た
ち
の
心
身
に
大
き

な
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
念
願

す
る
と
と
も
に
、
今
年
こ
そ
は
日
本
が
元
気
を

取
り
戻
し
、
明
る
い
夢
や
希
望
を
抱
け
る
年
に

な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

世
界
的
に
危
機
的
な
経
済
状
況
が
続
く
な
か
、

日
本
経
済
も
依
然
と
し
て
先
行
き
が
不
透
明
な

ま
ま
新
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

増
加
を
見
込
み
２
，
０
０
０
千
円
な
ど
を
計
上

し
ま
し
た
。

○
議
案
第
36
号

・
平
成
23
年
度
球
磨
村
介
護
保
険
特
別
補
正
予
算

（
第
３
回
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
３

８
，
３
３
４
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
総
額

を
６
億
２
３
，
０
２
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
な
ら
び
に
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

を
合
わ
せ
て
、
５
０
，
０
０
０
千
円
を
減
額
す

る
も
の
で
す
。
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

で
は
、
給
付
増
が
見
込
め
ら
れ
る
た
め
５
，
４

１
８
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
ま
た
、
前
年
度

繰
越
金
の
一
部
を
基
金
積
み
立
と
す
る
た
め

５
，
４
９
９
千
円
を
増
額
計
上
し
ま
し
た
。

○
同
意
第
４
号

・
球
磨
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
同
意
に
つ
い
て

　

球
磨
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に
、
次
の
方
が
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

大 

坂 

間  

茂　

氏
（
柳
詰
地
区
）

○
同
意
第
５
号

・
球
磨
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
同
意
に
つ
い
て

　

同
じ
く
、
球
磨
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
と
し
て
、
次
の
方
が
選
任
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　

横 

井  

哲 

夫　

氏
（
横
井
地
区
）

人
事
人
事

補
正
予
算

そ 

の 

他

承
認

条
例

決
定
認
定

報
告

意 

見 

書



村   長
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十
二
月
定
例

一
般
質
問

田
代　

利
一 

議
員

一
、
国
道
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て

二
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
活
性
化
に

つ
い
て

三
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
つ
い
て

四
、
体
育
・
文
化
に
つ
い
て

五
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
利
用

状
況
に
つ
い
て

集
客
に
大
き
な
影
響
が
出

て
き
ま
す

田
代
議
員　

＝
国
道
２
１
９
号
線
に
は
、
ま

だ
多
く
の
危
険
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
今
年
も

６
月
と
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
、
の
り
面
の
崩

壊
や
道
路
の
陥
没
が
発
生
し
、
住
民
生
活
に

多
大
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
馬
場

〜
椎
屋
入
口
間
の
洞
門
内
で
は
、
雨
水
で
冠

水
し
通
行
止
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
洞

門
内
の
冠
水
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

県
の
方
に
要
望
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

村
長　

＝
洞
門
の
、
す
ぐ
人
吉
寄
り
の
渓
流

よ
り
土
砂
が
流
入
し
、
そ
の
雨
水
が
洞
門

内
の
低
い
所
に
た
ま
り
通
行
止
に
な
り
ま
し

た
。
県
の
方
へ
は
、
洞
門
内
の
排
水
施
設
が

１
箇
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
施
設
の
増

設
を
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

田
代
議
員　

＝
洞
門
内
は
、
去
年
も
冠
水

し
ま
し
た
。
水
が
た
ま
る
原
因
と
し
て
、

一
つ
し
か
な
い
排
水
施
設
に
木
片
が
引
っ

か
か
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
す
。
そ
の
木
片

を
取
り
除
く
と
、
水
は
い
く
ら
か
引
く
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
排
水
施
設
を
増
や
せ

ば
、
水
は
た
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
課
長　

＝
洞
門
内
の
冠
水
に
つ
い
て

は
、
水
が
た
ま
ら
な
い
対
策
を
、
再
度
、

県
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
代
議
員　

＝
次
に
、
鵜
口
観
音
堂
周
辺
の

整
備
に
つ
い
て
、
竹
林
が
じ
ゃ
ま
に
な
っ

て
、
せ
っ
か
く
の
景
観
が
あ
ま
り
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
竹
林
の
半
分
ぐ
ら
い
は
、
伐
っ
て

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
。

村
長　

＝
全
伐
と
の
意
見
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
竹
林
の
上
に
は
住
宅
も
あ
り
ま
す
の

で
、
特
に
風
が
心
配
に
な
っ
て
き
ま
す
。
竹

林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
間
伐
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

田
代
議
員　

＝
次
に
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
と

駅
伝
大
会
が
、
今
年
も
10
月
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
、
10
月
は
農
繁
期
で
忙
し
い
時

期
に
な
り
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
開
催
日
を
ず

ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
長　

＝
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を
、
10
月
に
実

施
し
て
い
る
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
他
の
町

村
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
と
重
な
ら
な
い
た
め
で

す
。
例
え
ば
、
五
木
村
や
錦
町
な
ど
と
開
催

日
が
一
緒
に
な
る
と
出
演
す
る
タ
レ
ン
ト
に

支
払
す
る
予
算
が
、
球
磨
村
の
方
が
少
な
い

の
で
、
集
客
に
大
き
な
影
響
が
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

田
代
議
員　

＝
予
算
が
少
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
を
２
年
に
１
回
に
す
る
と

か
、
そ
の
よ
う
な
方
法
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
駅
伝
大
会
の
方

は
、
ど
う
で
す
か
。

村
長　

＝
10
月
に
行
わ
れ
る
大

会
が
、
12
月
に
行
わ
れ
る
郡
一

周
駅
伝
大
会
の
選
考
会
も
兼
ね

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ

な
り
の
意
義
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
分
会
長
か
ら
も
10
月

に
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
今
年
も
10
月
に
実
施
し

ま
し
た
。
来
年
か
ら
の
実
施
の

時
期
に
つ
い
て
も
分
会
長
の
意
見
を
重
視
し

て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

田
代
議
員　

＝
郡
一
周
駅
伝
大
会
は
長
い
距

離
で
、
村
内
駅
伝
大
会
は
短
い
距
離
で
す

の
で
、
私
は
選
考
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
分
会
長
の
意
見
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す

が
、
変
更
し
て
ほ
し
い
と
の
村
民
の
意
見
も

あ
り
ま
す
の
で
、
体
育
協
会
の
会
議
で
も
、

こ
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
こ
と
は
伝
え
て
下

さ
い
。

（
質
問
時
間
60
分
）

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
開

催
日
の
変
更
を

大雨時に冠水した馬場～椎屋入口間にある洞門
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毎
床　

文
博 

議
員

一
、
産
業
振
興
に
つ
い
て

二
、
定
住
促
進
に
つ
い
て

町
村
、
団
体
と
の
交
流
会

を
進
め
な
が
ら
、
予
算
や

窓
口
を
考
え
な
く
て
は
と

思
い
ま
す

毎
床
議
員　

＝
村
長
の
施
政
方
針
と
し
て
、

本
村
の
豊
か
な
地
域
資
源
を
見
直
し
、
基
幹

産
業
の
農
林
業
を
基
軸
と
し
た
観
光
産
業
を

推
進
す
る
と
あ
り
、
農
地
の
保
全
対
策
と
し

て
「
棚
田
ま
る
ご
と
博
物
館
」
事
業
の
立
ち

上
げ
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た
活
性
化
対
策

に
取
り
組
む
と
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
産
業

振
興
施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

村
長　

＝
農
地
の
保
全
、
生
産
性
の
向
上

を
図
る
目
的
で
、
国
の
中
山
間
地
直
接
支

払
制
度
な
ど
の
補
助
事
業
に
加
え
、
新
た

に
棚
田
応
援
隊
を
組
織
し
、
地
区
と
の
地

域
協
定
を
も
と
に
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
事
業
効
果
は
、
放
棄
さ
れ
て
い
た
農

地
の
再
生
が
図
ら
れ
、
地
域
の
意
識
も
変

わ
り
協
働
し
た
活
動
と
生
産
意
欲
の
高
揚

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

毎
床
議
員　

＝
農
林
業
の
活
性
化
促
進
の

一
つ
と
し
て
体
験
交
流
を
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
実
績
を
報
告
下
さ
い
。
ま
た
収

穫
体
験
は
銘
柄
品
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、

加
工
に
つ
い
て
も
ブ
ラ
ン
ド
品
の
開
発
と

商
品
化
、
併
せ
て
集
荷
シ
ス
テ
ム
の
具
体

化
を
伺
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　

＝
体
験
交
流
は
、
平
成
22

年
度
が
、
収
穫
体
験
３
７
３
人
・
加
工
体
験

１
１
６
人
、
平
成
23
年
度
が
、
収
穫
体
験
２

０
９
人
・
加
工
体
験
２
９
８
人
で
収
穫
体
験

は
果
実
主
体
で
す
。
加
工
品
と
し
て
製
品
化

さ
れ
た
も
の
は
63
品
目
が
あ
り
、
特
産
品
と

し
て
毎
年
１
品
の
開
発
を
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
。

村
長　

＝
体
験
活
動
は
、
果
実
だ
け
で
な
く

他
の
農
林
産
物
も
導
入
し
、
拠
点
化
を
進
め

な
が
ら
加
工
も
含
め
積
極
的
に
活
動
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

農
産
物
の
販
売
は
、
生
産
者
協
議
会
的
な

も
の
を
立
ち
上
げ
品
物
を
い
つ
の
時
期
に
安

定
的
に
供
給
で
き
る
か
、
使
用
者
側
と
の
情

報
を
交
換
し
な
が
ら
、
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
基
づ
く
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取

り
組
み
ま
す
。

毎
床
議
員　

＝
最
終
的
に
は
加
工
も
大
事
で

す
が
、
生
産
者
に
お
金
に
な
る
こ
と
が
全
体

的
な
普
及
と
な
る
の
で
、
生
産
品
目
の
奨
励

推
進
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に
、
本
村
に
は
国
際
的
な
観
光
資
源
も

あ
り
ま
す
が
、
ロ
ー
カ
ル
的
な
面
で
の
資

源
開
発
と
し
て
、
村
花
で
あ
る
山
桜
を
公
園

化
や
里
山
開
発
に
活
用
で
き
な
い
か
伺
い
ま

す
。

村
長　

＝
資
源
を
村
民
が
認
識
し
、
地
域
の

皆
様
が
活
性
化
の
柱
と
し
て
見
直
し
生
か
す

こ
と
も
大
事
で
す
。
群
生
的
に
山
桜
の
里
を

つ
く
る
の
は
面
白
い
提
案
で
、
今
後
、
景
観

的
な
場
所
な
ど
の
検
討
が
必
要
で
す
。

毎
床
議
員　

＝
次
に
、
定
住
促
進
に
つ
い

て
、
本
村
で
も
働
く
場
と
生
活
の
利
便
性
を

求
め
て
都
市
化
が
強
ま
り
、
本
来
の
担
い
手

は
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
地
域
伝
統
行
事
な
ど
の
維
持
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。
生
活
環
境
の
整
備
、
企
業

誘
致
な
ど
定
住
促
進
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

村
長　

＝
人
吉
球
磨
の
10
市
町
村
で
企
業
誘

致
連
絡
協
議
会
を
構
成
し
、
情
報
の
交
換
共

有
な
ど
連
携
し
て
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
ま

す
。
県
に
も
要
望
し
て
い
ま
す
が
厳
し
い
の

が
現
実
で
す
。
本
村
の
誘
致
企
業
と
し
て
錦

江
フ
ァ
ー
ム
が
進
出
し
て
い
ま
す
。

毎
床
議
員　

＝
次
に
、
婚
活
、
交
流
会
の
企

画
支
援
に
つ
い
て
、
将
来
を
担
う
若
い
後
継

者
は
独
身
者
が
多
く
、
郡
市
・
県
を
視
野
に

い
れ
た
婚
活
の
企
画
で
出
会
い
が
深
ま
れ
ば

成
婚
も
期
待
出
来
ま
す
。
交
流
会
な
ど
の
受

け
皿
と
し
て
窓
口
の
設
置
は
で
き
な
い
か
伺

い
ま
す
。

村
長　

＝
交
流
会
な
ど
は
、
各
町
村
で
連
携

し
広
域
的
に
進
め
る
意
見
も
多
く
あ
り
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
出
会
い
の
場
を
つ
く

る
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
窓
口

と
し
て
は
、
総
務
企
画
に
予
算
化
は
し
て
い

ま
す
。
農
業
だ
け
で
な
く
全
体
的
に
町
村
、

団
体
と
の
交
流
会
な
ど
を
進
め
な
が
ら
、
予

算
や
窓
口
を
考
え
な
く
て
は
と
思
い
ま
す
。

（
質
問
時
間
50
分
）

婚
活
、
交
流
会
窓
口
の

設
置
は
で
き
ま
せ
ん
か

10月に行われた稲刈り体験交流会
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髙
澤　

康
成 

議
員

一
、
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

二
、
休
耕
田
対
策
に
つ
い
て

三
、
特
産
品
販
売
の
実
績
に
つ
い
て

農
林
業
を
振
興
す
る
中
で

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す

有
害
鳥
獣
被
害
に
対

し
抜
本
的
対
策
が
必

要
で
は
な
い
で
す
か

髙
澤
議
員　

＝
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
に

か
か
る
被
害
の
防
止
策
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
や
補
助
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
効
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ

り
、
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
実
績
と
そ
の
効
果
、
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

村
長　

＝
本
年
度
は
９
０
０
万
円
の
予
算

を
計
上
し
て
お
り
、
捕
獲
に
対
す
る
助
成

金
、
害
獣
駆
除
隊
の
出
務
補
助
、
駆
除
以

外
の
対
策
と
し
て
電
柵
設
置
に
よ
る
補

助
、
林
業
で
は
間
伐
実
施
後
の
ネ
ッ
ト
の

設
置
も
助
成
対
象
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
農
林
業
を
振
興
す
る
中
で
、
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

髙
澤
議
員　

＝
現
在
６
２
８
頭
が
捕
獲
さ

れ
た
と
の
事
で
す
が
、
生
息
数
が
漠
然
と

し
た
中
で
担
当
課
と
し
て
効
果
が
得
ら
れ

て
い
る
か
ど
う
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　

＝
鹿
等
を
見
な
く
な
っ
た

と
い
う
事
を
聞
い
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
た

駆
除
の
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

髙
澤
議
員　

＝
網
を
張
り
、
中
で
作
業
す
る

の
は
人
間
で
網
の
外
で
猿
が
柿
を
食
べ
て
い

ま
す
。
人
間
と
猿
と
の
知
恵
比
べ
で
踏
み
込

ん
で
進
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
長　

＝
モ
デ
ル
的
取
組
と
し
て
、
内
布

地
区
に
農
地
の
周
辺
を
金
網
で
囲
む
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
全
国
的
な
問
題
で
も

あ
り
ま
す
。
見
極
め
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

髙
澤
議
員　

＝
次
に
休
耕
田
（
耕
作
放
棄

地
）
対
策
に
つ
い
て
、
休
耕
田
あ
る
い
は
、

耕
作
放
棄
地
の
原
因
は
、
後
継
者
不
足
、
高

齢
化
、
有
害
鳥
獣
被
害
、
不
利
な
立
地
条
件

等
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
球
磨
村
の
産
業
は
第

一
次
産
業
が
主
と
言
わ
れ
る
な
か
、
農
業
所

得
の
向
上
策
を
伺
い
ま
す
。

村
長　

＝
平
成
22
年
度
耕
作
放
棄
地
は
約

９
０
０
ha
、
現
在
の
米
の
作
付
状
況
を

見
ま
す
と
、
毎
年
２
〜
３
％
減
少
し
て

お
り
、
５
年
後
に
は
15
〜
20 

ha
、
10
年
後

に
は
30
〜
40 

ha
の
減
少
と
な
り
、
場
合
に

よ
っ
て
米
の
作
付
面
積
は
１
０
０
ha
前
後

に
な
り
、
耕
地
の
荒
廃
な
ど
棚
田
ま
る
ご

と
博
物
館
を
中
心
に
地
域
の
協
力
を
頂
き

な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

髙
澤
議
員　

＝
棚
田
ま
る
ご
と
博
物
館
事

業
で
行
っ
た
面
積
は
約
２
ha
と
そ
の
解
消

率
、
耕
作
面
積
の
減
少
率
を
デ
ー
タ
化
、

分
析
し
、
目
標
設
定
し
な
け
れ
ば
耕
作
放

棄
地
解
消
に
つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
な
い

で
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

＝
デ
ー
タ

を
も
と
に
分
析
や
対
策
を
立

て
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
事

な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

髙
澤
議
員　

＝
特
産
品
販
売

の
実
績
に
つ
い
て
か
わ
せ

み
物
産
館
運
営
は
、
担
当
者

の
努
力
に
よ
り
黒
字
の
よ
う

で
す
。
物
産
館
の
目
的
は
、

生
産
者
消
費
者
と
の
交
流
を

通
じ
地
域
の
活
性
化
及
び
経

済
効
果
に
寄
与
す
る
事
で
す

が
、
村
内
外
の
仕
入
れ
割
合

と
販
売
実
績
を
伺
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　

＝
村
内
仕

入
42
％
、
村
外
仕
入
58
％
で

売
上
額
は
約
４
２
０
０
万
円

で
す
。

髙
澤
議
員　

＝
後
継
者
不
足
、
高
齢
化
、

有
害
鳥
獣
被
害
、
不
利
な
立
地
条
件
な
ど

の
問
題
を
解
消
し
生
産
意
欲
を
向
上
さ
れ

る
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
。

村
長　

＝
抜
本
的
に
考
え
る
必
要
が
あ

り
、
知
恵
を
出
し
合
い
支
援
を
す
る
こ
と

が
あ
れ
ば
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
質
問
時
間
60
分
）内布地区で実施している鳥獣被害防止事業
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運
動
公
園
に
限
ら
ず
年

次
計
画
で
考
え
て
い
き

た
い

運
動
公
園
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
を

舟
戸　

治
生 

議
員

一
、
河
川
の
指
定
と
管
理
に
つ
い
て

二
、
公
衆
ト
イ
レ
に
つ
い
て

舟
戸
議
員　

＝
河
川
に
は
、
一
級
河
川
、

二
級
河
川
、
準
用
河
川
、
普
通
河
川
が
あ

り
ま
す
が
、
村
内
に
関
係
あ
る
猪
鼻
川
、

馬
氷
川
、
鵜
口
川
、
八
久
保
川
、
小
川
に

は
指
定
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
河
川
管
理

は
ど
こ
が
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

村
長　

＝
河
川
の
指
定
と
管
理
に
つ
い
て

は
、
国
の
直
轄
の
一
級
河
川
の
球
磨
川
と

そ
の
球
磨
川
と
合
流
す
る
９
つ
の
河
川
の

う
ち
37
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
含
ま
れ
ま
す
。

県
が
指
定
管
理
す
る
二
級
河
川
は
、
村
内

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
級
河
川
以
外
が
準

用
河
川
で
一
級
河
川
の
上
流
部
に
な
り
ま

す
。
普
通
河
川
は
、
河
川
法
の
適
用
を
受

け
な
い
河
川
で
、
山
口
川
や
峯
川
で
村
が

管
理
を
し
て
い
ま
す
。
猪
鼻
川
は
準
用
河

川
で
す
。

　

小
川
も
河
口
か
ら
糸
原
ま
で
は
、
一
級
河

川
で
、
糸
原
か
ら
境
目
ま
で
は
準
用
河
川
、

境
目
か
ら
上
は
普
通
河
川
に
な
り
ま
す
が
、

大
槻
地
区
の
河
川
改
良
し
た
と
き
は
、
砂
防

工
事
が
あ
り
県
が
管
理
し
ま
し
た
。

舟
戸
議
員　

＝
普
通
河
川
の
山
口
川
に
つ

い
て
昨
年
も
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ま
し

た
が
、
地
元
で
清
掃
に
い
き
た
い
が
、

じ
ゃ
か
ご
が
腐
食
し
た
状
態
で
す
。
魚
道

も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
倒
れ
上
流
の
道
も
側

溝
が
な
く
、
相
当
の
水
が
流
れ
込
ん
で
い

ま
す
。
河
川
の
環
境
整
備
や
保
全
が
で
き

て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

建
設
課
長　

＝
維
持
管
理
的
な
も
の
が
多

少
あ
り
ま
す
が
、
草
刈
り
等
、
維
持
管
理

に
つ
い
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

舟
戸
議
員　

＝
豪
雨
時
の
峯
川
の
増
水
に

よ
り
濁
流
が
水
田
に
入
り
込
ん
で
水
田
の

表
土
を
流
し
て
し
ま
い
ま
す
。
所
有
者
は

表
土
を
入
れ
直
し
、
新
た
に
植
え
替
え
や

場
所
次
第
で
は
土
の
う
を
積
ん
で
対
応
さ

れ
て
い
ま
す
。
河
川
の
環
境
整
備
や
保
全

が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

村
長　

＝
水
田
の
表
土
を
流
し
て
、
別
の

水
田
が
荒
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

調
査
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
整
備
を
行
い

ま
す
。
今
村
地
区
の
用
水
路
も
関
連
し
て

お
り
、
健
康
衛
生
課
、
ま
た
建
設
課
、
産

業
振
興
課
と
合
同
で
地
元
と
一
緒
に
な
っ

て
県
に
要
望
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
。
座
談
会
で
話
を
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
地
元
で
の
合
意
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

舟
戸
議
員　

＝
次
に
観
光
振
興
の
た
め
、

村
で
管
理
す
る
ト
イ
レ
の
整
備
が
必
要
と

感
じ
ま
す
が
。

村
長　

＝
観
光
用
の
ト
イ
レ
と
し
て
は
、

堤
岩
戸
の
水
洗
ト
イ
レ
や
一
勝
地
駅
の
水

洗
ト
イ
レ
が
あ
り
、
渡
駅
の
構
内
に
も
、

く
み
取
り
式
の
ト
イ
レ

が
あ
り
ま
す
。

舟
戸
議
員　

＝
特
に
、

渡
駅
の
ト
イ
レ
に
関
し

て
は
、
一
般
の
家
庭
の

水
洗
ト
イ
レ
が
普
及
し

て
い
る
中
、
く
み
取
り

式
で
す
。
観
光
地
と
し

て
水
洗
ト
イ
レ
に
で
き

な
い
か
伺
い
ま
す
。

村
長　

＝
Ｊ
Ｒ
の
土
地

で
す
の
で
、
む
ず
か

し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

観
光
的
な
ト
イ
レ
と
し

て
、
本
当
に
必
要
で
あ

れ
ば
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

舟
戸
議
員　

＝
総
合
運
動
公
園
の
下
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
は
障
が
い
者
ト
イ
レ
が
あ
り

ま
せ
ん
。
せ
め
て
、
和
式
を
洋
式
に
変
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

村
長　

＝
運
動
公
園
に
限
ら
ず
、
村
が
管

理
す
る
公
衆
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
年
次

計
画
を
し
な
が
ら
洋
式
化
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
質
問
時
間
50
分
）洋式化が望まれる運動公園トイレ
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昨
年
７
月
よ
り
本
格
オ
ー
プ
ン
し
た
田
舎
の

体
験
交
流
館
「
さ
ん
が
う
ら
」
、
宿
泊
客
も
現

在
ま
で
５
２
０
人
を
数
え
順
調
な
滑
り
出
し
を

始
め
ま
し
た
。

　

地
元
住
民
で
も
あ
り
、
旧
一
勝
地
第
二
小
学

校
卒
業
生
と
し
て
も
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

「
さ
ん
が
う
ら
」
で
は
、
毎
月
の
よ
う
に
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
最
後
の
イ

ベ
ン
ト
・
収
穫
感
謝
祭
が
12
月
18
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

地
元
で
作
ら
れ
た
も
ち
米
を
使
っ
て
の
餅
つ

き
、
地
元
名
人
の
ご
指
導
の
下
に
正
月
用
の
し

め
縄
・
門
松
作
り
を
、
参
加
さ
れ
た
お
客
さ
ん

や
、
運
営
委
員
の
皆
さ
ん
と
賑
や
か
に
製
作
し

ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
、
理
事
・
運
営
委
員
に
加
え
、

万
江
み
ど
り
コ
ン
サ
ー
ト
で
「
さ
ん
が
う
ら
音

頭
」
を
踊
っ
て
頂
い
た
皆
さ
ん
と
の
忘
年
会
を

行
い
、
初
年
を
振
り
返
っ
て
の
話
や
来
年
に
向

け
て
の
話
が
、
焼
酎
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
時

間
延
長
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
も

「
さ
ん
が
う
ら
」
の
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
を

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
サ
ポ
ー
ト

す
る
だ
け
で
な
く
、
共
に
盛
り
上
げ
る
活
動
を

行
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

田舎の体験交流館「さんがうら」収穫感謝祭田舎の体験交流館「さんがうら」収穫感謝祭
グリーンツーリズム研究会会長　大無田満浩

　

広
報
委
員
長　
　

多 

武　

義 

治

　

広
報
副
委
員
長　

髙 

澤　

康 

成

　

広
報
委
員　
　
　

毎 

床　

文 

博

　

広
報
委
員　
　
　

嶽 

本　

孝 

司

編
集
後
記

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
議
会
広
報
を
ご
愛
読

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

12
月
の
「
漢
字
の
日
」
に
、
そ
の

年
の
世
相
を
表
す
一
字
が
「
絆
」
と

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東
日

本
の
大
震
災
な
ど
を
始
め
と
し
た
災

害
で
再
認
識
さ
れ
、
家
族
・
仲
間
・

地
域
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
や
、

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
励
ま
し
の
支

援
な
ど
が
、
ま
さ
に
「
絆
」
に
込
め

ら
れ
た
一
字
だ
と
感
銘
し
ま
し
た
。

　

村
民
皆
様
も
強
い
絆
を
深
め
ら
れ
、

本
年
が
希
望
あ
る
明
る
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
を
い
た
し
ま
す
。

（
毎
床　

文
博
）

（
訂
正
）

　

前
回
、発
行
し
た
議
会
だ
よ
り
（
65
号
）

の
嶽
本
孝
司
議
員
の一般
質
問
の
中
で「
団

地
内
に
九
電
の
電
柱
が
４
本
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
外
灯
を
希
望
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す

の
で
再
度
、
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

記
載
し
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
、
こ
の
よ

う
な
発
言
は
な
く
誤
っ
て
編
集
し
ま
し
た

の
で
訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

しめ縄作りしめ縄作り

つるし柿作りつるし柿作り


